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写真1　気圧と温度データをクラウド上のサーバに蓄積してグラ
フ化できるWebデータ・ロガー
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図1　Webデータ・ロガーで収集した気圧と温度のデータをクラウドに蓄積しグラフ化したログデータ

　本章では，気圧と温度データをクラウド上のサー
バに蓄積してグラフ化するWebデータ・ロガーを
製作します．
　図1に示すのは，Webデータ・ロガーで収集した
気圧と温度のデータをクラウドに蓄積し，グラフ化
したものです．このデータは，パソコンやスマート
フォンなどから指定した日時の時系列のグラフとし
て表示できます．
　 ネ ッ ト ワ ー ク 処 理 が 必 要 な IoT（Internet of 
Things；モノのインターネット）用の制御プログラ
ムでは，さまざまな文字処理が必要です．多彩な文
字処理機能をもっているMicroPythonを使用する
ことで，プログラムを大幅に簡素化できます．
　身の回りの情報をセンサで取り込んでクラウド上
のサーバに蓄積し，インターネット上のさまざまな
情報と連携させて処理することで，より便利に活用
できます．どのような情報を採取して，どのように
活用するかは工夫次第です． 〈編集部〉

ハードウェア

● Webデータ・ロガーの製作に必要なもの
　写真1に示すのは製作したWebデータ・ロガーで
す．気圧と温度データをクラウド上のサーバに蓄積し

てグラフ化します．
　Webデータ・ロガーに必要なハードウェア構成を
図2に示します．製作には次のようなものを用意する
必要があります．
（1）IoTプログラミング学習ボード（気圧，温度セ

ンサ内蔵）
（2）LCDキー・パッド・シールド
（3）Wi−Fiルータ
（4）クラウド・サーバ（Ambient：無料）
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